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 “ふれあい、絆づくり”活動 
 

 
 

 

 
 
 
   
 

 地域住民の交流を促進するために、「ふれあいの場の提供」を進めている。 

① 各種講座の開催：上名古屋会館にて年間 12 講座を週１回開催 

② ふれあい盆踊り大会：上名古屋小学校にて、８月初旬に子ども会を中心に

地域団体が一緒になって開催。平成 23 年度は約 1,500 人が参加 

③ 地域「ふれあいまつり」：上名古屋小学校にて、９月下旬に開催。各種団体

の協力を得て、ゲーム、楽器演奏、コーラス、体操、ダンス等を開催し、

平成 23 年度は約 4,000 人が参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  近隣住民同士のあいさつなどが乏しくなり、地域の関係が希薄となっている現

状に加え、学区が運営管理している「上名古屋会館」の利用者が少ないことから、

地域のためになる新組織を発足して各種行事を企画運営している。 

【上名古屋学区】 

 ■世帯数：4,225 世帯  

 ■人 口：9,202 人 

 ■面 積：0.755ｋ㎡ 
  平成 24年 4月 1日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

西区 上名古屋学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 

 

チラシの各戸配布、掲示板への掲示   

【アピールポイント】  

地域の住民のふれあい、絆づくりを大切にしている。 

「上名古屋会館」を利用して、各種講座をボランティアと協同し企

画運営しているが、一部の参加者には、地域行事にも積極的な参画を

いただき、より多くの地域住民間の交流を図っている。 

【住民への PR 方法】
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(１) 運営メンバー 
 区政協力委員、町内会・自治会長、

民生委員児童委員、保健委員、消防

団員、PTA、女性団体・女性会、子

ども会、老人クラブ、スポーツ推進

委員、ボランティア 

 計約 300 人 

(２) 他団体との協力 

企業 10 社、自主参加の個人ボラ

ンティア 

(３) 運営協力 

学区連絡協議会の支援を得て、講

座ごとに責任者・講師等が独自に運

営し、会員の増加を図っている。ま

た、積極的に地域活動にも参画いた

だいている。 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 参加者が増加し、住民間の交流が深まるとともに担い手も増加した。 

・ 各世代が参加しやすい講座を毎週１回開催し、中でも「男たちの茶房」には

年間延べ約 4,000 人が参加し、全 12 講座で延べ約 1 万人が参加するなど、

地域交流の場所を提供している。 

(２) 苦労した点 

・ 当初は講師等、運営する人の募集に苦慮した。（予算措置がなく、手弁当での

依頼のため） 

(３) 今後の課題・展望 

・ 自主活動に対しては予算援助がなく、善意に頼ることとなり、その中で今

後、いかに活動していくかが課題である。 

 

H24 年

２月

事業計画の策定 

学区連絡協議会が支援した実行委員

会を立ち上げ（役員 約 10 人） 

▼ 

6～8 月

実行委員会会議 5 回程度開催 

会議にて役割分担等の決定と開催内

容の周知 

▼ 

8 月 ふれあい盆踊り大会を開催 

▼ 

9 月 ふれあいまつりを開催 

 ３ 実施の体制 

 ５ 成果と課題 

 ４ 実施のスケジュール 


